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１．起業家プロフィール（必須）         年    月    日作成 

受講者名 
フリガナ 

自宅電話 

 携帯電話 

会社名（屋号） 
フリガナ 

メールアドレス 

 性別              年齢 

連絡先住所 

〒 

起業（予定）時期 

平成   年   月    □未定 

起業（予定）場所 

□西宮市内  □西宮市外  □未定 

起業形態 

□法人（資本金等          万円） 

□個人事業 

起業経験 

□起業したことはない    □起業したことがある 

起業したことがある方のみご記入ください 

・起業時期：平成   年   月  ・起業場所：□西宮市内  □西宮市外 

・事業の現状：□今も行っている  □既にその事業はやめている 

受講者略歴 職務経歴、業務経歴、保有資格等 

長所・得意なこと・好きなこと・やりたいこと・アピールポイント 

起業の動機・目的 

起業が成功した状態とは（目標） 
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２．ビジネスモデル（必須） 

事業名 

ターゲットとするお客様（市場） 

製品・商品・サービスの内容 

販売（提供）方法 

類似した製品・商品・サービスと比べた特徴 

お客様にアピールしたいこと 

広告・宣伝方法 
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３．開業資金計画（必須） 

資金の使い道 見積金額（万円） 開業資金の調達方法 金額（万円） 

  自己資金  

  親族等からの借入  

  日本政策金融公庫  

  金融機関（         ）  

運転資金  その他（           ）  

合  計  合計（左記合計と同額）  

 

４．売上予測（必須） 

 
開業当初 月額（万円） 

（平成   年   月頃） 

軌道に乗った後月額（万円） 

（平成   年   月頃） 

売上高   

売上根拠   

 

５．仕入・外注計画（仕入や外注がある場合は、記入してください） 

何を  

どこから  

仕入条件  
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６．売上原価計画（必須） 

開業当初の予定原価率 ％ 軌道に乗った後の予定原価率 ％ 

 

７．人員計画 あなた以外に事業に従事する人が必要な場合は、記入してください。 

開業当初 
家族等 

名 

社員 

名 

パート・アルバイト 

名 

合計（あなたを含めて） 

名 

軌道に乗った後 
家族等 

名 

社員 

名 

パート・アルバイト 

名 

合計（あなたを含めて） 

名 

 

８．経費計画（必須） 

 

９．月次損益計画（必須) 
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補足資料（任意） 

事業図解（事業紹介） 事業名：                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アウトプット 

（商品・サービス） 

Who, What 

スキル・技術 

（差異化・独自性） 

What, How 

志・理念 

Why 
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補足資料（任意） 

 

事業図解（事業紹介） 事業名：                                                 

 

 
 
 

  

 

経営者（あなた）の想い 

 

技術／スキル（当社の強み） 

 

一言でいうと 

 

ターゲット顧客 

 

商品・サービス 

顧客にもたらす価値 
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補足資料（任意） 

 

資金繰り計画                                                             （千円） 
 年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

年 

月 

前 月現預金

残高(A) 
            

営業収支 本業の売上収入、商品の仕入費用、外注費用、売上を得るために使った経費などを現金ベースで計上してください。 

収
入 

売上入金             

その他             

営業収入合計

(B) 
            

支
出 

仕入外注             

人件費             

家賃             

その他             

営業支出合計

(C) 
            

営 業 収 支

(D)=B-C 
            

財務収支 資金調達、店舗礼金・保証金、改装費、厨房機器、30万円以上の設備投資（30万円未満は、上記支出の「その他」に計上）などを現金ベースで計

上してください。 

収
入 

自己資金             

借入金             

その他             

財務収入合計

(E) 
            

支
出 

設備等の

購入 
            

借入金の

返済 
            

その他             

財務支出合計

(F) 
            

経 常 収 支

(G)=D+E-F 
            

翌 月 繰 越

(J)=A+G 
            

 


